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[研究目的] 多接合太陽電池ではバンドギャップエンジニアリングが重要であり、バンドギャ

ップの調整材として、超格子を用いる研究がなされてきた。通常の成長条件で超格子を作製

すると平坦超格子（Planar Superlattice: PSL）が得られるが、特別な成長条件では波状超格子

（Wire on Well: WoW）が得られる。WoW は PSL よりキャリア寿命も長く、実効キャリア移

動度も高いため、WoW の方が優れた材料であることが示唆されている[1], [2]。一方、“よく

光る”太陽電池は、開放電圧が向上し、その有効バンドギャップとの差分である Woc が小さ

いなど、優れたデバイス特性を有するとされてきた[3], [4]。そこで、電流密度を揃えて発光特

性を評価できるエレクトロルミネッセンス（EL）測定により、PSL と WoW を比較した。 

[手法と結果] 超格子 InGaAs/GaAs/GaAsP（WoW または PSL）を 20 層含む GaAs 単接合太陽

電池と量子構造を含まない GaAs リファレンスセル、合計３種類の太陽電池を作製した。そ

れぞれ、注入電流密度を 1SUN 程度の光電流に相当する 14.4 mA/cm2 にして EL 測定を行っ

た。また、AM1.5G 標準太陽光下での I-V 特性も測定

した。その結果が Fig. 1 である。EL の測定結果につ

いては、PSL の結果の最大値で規格化した。EL の相

対強度を比較すると、WoW の EL 強度が一番低く、光

りにくい太陽電池であることがわかる。しかし、I-V 特

性のうち、特に Woc について、WoW は優れた結果を

示しており、先行研究[3]とは異なる結果となった。発

表では、このような結果が得られた理由について考察

し、WoW 太陽電池の特性を明らかにする。 
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Fig. 1. (a) Results of EL measurement  
(b) I-V characteristics 

(a) 

(b) 

J sc (mA/cm2) V oc  (V) W oc (V) FF

PSL 17.6 0.932 0.378 0.806
WoW 18.2 0.908 0.358 0.778

GaAs ref. 17.9 0.977 0.477 0.824

Table 1. I-V characteristics 
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